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会社概要：業種 E11 製造業 繊維工業
シルク・天然繊維を中心とした、付加価値の高い商品を企画・開発。

キュプラ・トリアセを糸軸としたものづくりで、サスティナブル商品に対応。

➢ 米沢織テキスタイルメーカー３社の設備を共有し、企業単体で
はできない新商品を企画・開発することにより、多くのアパレル
からサンプルや見本反の依頼があった。

➢ コロナ禍の中、Zoom等のツールを活用し、現地エージェントと
の打ち合わせを行い、情報を得ながら新商品の開発に取り組
んだ。

➢ ４社共同事業のブランド名を「Japan Textile Yoneori」とし、展示
会用ハンガーヘッドを作製した。以降、開発した新商品には全
てこのハンガーヘッドを使用し、現地アパレルへの認知度向上
を図った。

※ テキスタイルメーカー３社と産元商社１社が運命共同体として、
ノウハウ・設備・原料・人材など全ての経営資源を共有し、有機
的に結びつく新しいビジネスモデルを構築する。

➢ 県の特産品である「米沢織」を、中国・台湾向けに商品開発し、ブランド
を確立することで、ジャパンテキスタイルの品質の高さの認知度向上と
ともに、地域経済活性化を目指す。

➢ 上記の目的達成のために中国での展示会出展、現地及び欧州での市
場調査行う。

➢ 広州地区最大の繊維製品展示会である「インターテキスタイル深圳」に
出展し、中国アパレルに「米沢織」をPRする。
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